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１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
雑
司
町

２
　
調
査
期
間
　
　
東
大
寺
旧
境
内
第
三
七
次
調
査
　
一
九
九
三
年

（平
５
）

七
月
―
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
西
藤
清
秀

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
半
ば

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

こ
の
調
査
は

一
九
九
二
年
に
実
施
さ
れ
た
東
大
寺
境
内
防
災
工
事
事
前
第
三

は
北
か
ら
南
へ
廷
び
る
検
出
全
長
約

一
一
ｍ
、
幅
約
四
〇
銀
の
も
の
で
、
溝
の

中
央
北
寄
り
で
東
側
に
東
西
方
向
の
石
溝
が
と
り
つ
い
て
い
る
。
南
北
溝
は
さ

ら
に
南
の
調
査
区
外
へ
と
延
び
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
調
査
地
の
層
序

は
、
大
き
く
六
層
に
区
分
で
き
、
最
下
層
は
鋳
造
関
連
の
遺
物
を
含
む
層
で
、

大
仏
鋳
造
に
使
用
さ
れ
た
土
砂
を
用
い
て
整
地
し
た
と
考
え
ら
れ
る
層
で
あ
る
。

石
溝
は
こ
の
層
を
基
盤
と
し
て
敷
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
上
の
層
は
石
溝
の
埋

土
で
あ
り
鋳
造
関
連
遺
物
を
含
む
。
さ
ら
に
そ
の
上
に
は
多
量
の
木
居
を
含
ん

だ
層
が
存
在
し
、
伽
藍
建
立
に
関
連
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
木
簡

は
こ
の
木
暦
層
か
ら
出
上
し
た
。
こ
の
木
居
層
の
上
に
は
奈
良
時
代

・
中
世

・

近
世
の
三
時
期
か
ら
な
る
整
地
さ
れ
た
土
が
厚
く
堆
積
す
る
。
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木
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釈
文

。
内
容

①

　

賛

支

国

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（額

×

Ｃ

淀

含

）

霞

②

　

賛
支
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
Ｘ
も
Ｘ
じ

寓
Ｐ

〔
支
ヵ
〕

賛
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（
ヽ
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６
じ
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含
ｅ

　
ｏ
盟

ω
ｌ
①
の
い
ず
れ
も
刻
字
木
片
で
あ
り
、
大
き
な
木
材
か
ら
割
き
取
っ
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。
材
質
は
ヒ
ノ
キ
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
東
大
寺
防
災
第
三
次

調
査
で
出
土
し
た
刻
字
木
片
と
か
わ
り
な
く
、
い
ず
れ
も
讃
岐
国
の
国
名
を
刻

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
な
お

「賛
支
回
」
の
表
記
と
似
た
例
に
、
所
謂

「讃
岐
国

る
廻
廊
の
南
側
で
あ
り
、
防
災

第
二
次
調
査
で
検
出
さ
れ
た
Ｔ

働

字
状
の
石
溝
の
南
側
の
延
長
部

奈

分
約
五
〇
♂
を
調
査
し
た
。
二

度
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
石
溝



戸
籍
」
（年
未
詳
、
『大
日
本
古
文
書

（編
年
文
書
産

第

一
巻
三
一
七
頁
）
と
正
倉
院

宝
物
の
酔
胡
従
面
袋
自
絶
裏
に
捺
さ
れ
た

「賛
岐
国
印
」
（松
嶋
順
正

『正
倉
院

宝
物
銘
文
集
成
」
図
録
、　
一
四
六
頁
。
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
七
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

平
松
良
雄

・
和
田
　
率
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良
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東
大
寺
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３
木
簡
研
究
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〓
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年
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寿
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奈
良
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良
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大
学
構
内
遺
跡

所
在
地
　
　
　
奈
良
市
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小
路
町

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
入
七
年

（昭
６２
）
七
月
１

一
〇
月
、
二
　
一
九

九
三
年

（平
５
）
七
月
１
九
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
女
子
大
学

調
査
担
当
者
　
坪
之
内
徹

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

。
中
近
世
都
市

遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
―

一
九
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
　

一
九
入
七
年
度
調
査

調
査
地
点
は
大
学
構
内
か
ら

現
や
す
ら
ぎ
の
道

（平
城
京
左

京
二
条
六
坊
五
坪
と
十
二
坪
の
坪

境
小
路
に
相
当
）
を

へ
だ
て
た

西
側
で
あ
る
。
奈
良
時
代
は
平

城
京
左
京
二
条
六
坊
五
坪
の
東

寄
り
ほ
ぼ
中
央
に
あ
た
る
。　
一

二
世
紀
末
の
瓦
茸
き
建
物
か
ら

な
る
寺
院
跡
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